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要旨.装飾性よりも実用性を重視してきたメンズウェアにおいて、近年では若年層を中心

に多様化したデザインが受け入れられつつある。しかしあくまで革新ではなく、発展とし

ての変化・進化である。今回の研究ではワークウェアというまさに実用性、機能性に特化

して進化を遂げてきたジャンルに着目。その仕様やデザイン特性について時代背景を交え

て解析する。それに対して現代的でオリジナリティを追求した柄をデ、ジタルプリントする

ことで、現代のメンズウェアにおける機能性とデザインの新しい可能性を探る。

1 .はじめに

ワークウェアとは、その名の通り仕事着

のことである。仕事の種類によって機能や

デザインが異なり、それぞれに適したかた

ちで発展してきた。現代のファッションに

おいては、作業服の機能やデザインを取り

入れた“カジュアルウェア"としてその名

称が使用される場合も多い。

コレクションにおいて、近年は毎シーズ

ンと言っていいほど、どこかのメゾンがワ

ークやミリ夕日ーのディテーノレを取り入れ

ている。これはメンズ・ウィメンズのどち

らにも言えることではあるが、特にメンズ

コレクションは、やや活気が出て来たとは

いえトレンドの移り変わりがゆるやかであ

り、また全体的には市場の弱体化が目立つ

昨今においては、ある意味当然の現象なの

であろう o

2010年 8月には、高橋盾 (UNDERCOVER)、

尾花大輔 (N.HOOLYWOOD)、宮下貴裕(タカ

ヒロミヤシタザソロイスト)の 3名のデザ

イナーが fDickiesJとコラボレーションし、

オリジナルアイテムを伊勢丹メンズ館にお

いて発表した。 fDickiesJは、 1918年にそ

の前身となる会社が設立され、アメりカの

産業革命とともにワークウェアの分野で定

着したブランドである。 40年代に米国陸軍

の制服、 50年代には石油労働者の作業着を

生産するなど、その確かなモノ作りは広く

浸透していった。日本では現在、タウンウ

ェアとしても認知されており、パンツの後

ろポケットに縫いつけられたブランドタグ

は、特定の若者に魅力的に映っている。

尾花大輸は、 WWDジャパンの取材に対し

て、「ワークウェアには無駄がないから、デ

ザインする際にプラスオンが可能で、その

反面、引くこともできる。デザインソース

として適している。」と発言している。

そこで今回、働く人間の服として、時代・

環境の中で独自に変化をしてきたワークウ

ェアを通して、メンズウェアのこれまでと、

今後について考えてみた。



2.研究方法

ワークウェアの特性や歴史について調査

するとともに、そこから発想したオリジナ

ルのデ、ザインで作品を製作することが主な

研究方法である。そして、その作品の一部

を 2010年夏期特別講座「デザインメソッ

ド」にて、パターン解説を交えて紹介した。

デザイン発想の手段として、さまざまな

ワークウェアの特性をデザインに取り入れ

るとともに、手元にあるデッドストックの

パンツのディテールや、リーパイスのエン

ジニアドジーンズのパターンを分析する事

で、その機能の理解に努めた。

ワークウェアの要素として重要である

“動作特性に対応する"という点、にも留意

し、立体感を意識したパターンを作成した。

また、 2010 年 9 月 8~10 日に行われた企

画提案型企業グノレープ「こだわりの布J7 

社展にて発表される開発素材の提供を受け、

その素材特性を生かすことにも配慮した。

3.研究結果

(1)作品①ーデザイン発想

図 1は、カバーオー

ルの要素を取り入

れた上着と、デザイ

ンシャツ、米軍用ミ

リタリーパンツか

らヒントを得て着

想したデニムパン

ツの 3アイテムで

匡工亙国

構成している。

カバーオールとは、本来つなぎになった

服の一種であるが、時代とともにワークウ

ェアがタウンウェアとして認知されていく

中で、ウエストから下を切り離した上着に

も使われる名称になっている。現在市場に

出ているカバーオールはデニム地や厚手の

葛城、ダック地などの素材を使用したもの

が多く、シンプルなシルエットの中にこだ

わりのディテールを盛り込み、ブランドの

独自性を表現したものが多い。

今回の作品は、厚みや風合いの違う異素

材を組み合わせ、スポーツウェアなどに使

用されているポリテープでの装飾を施した。

また、本学で所有しているデジタルプリン

トの機器を使用し、テキスタイノレデザイン

とした。

|図 2 プリンター|

作成した柄のデータを図 2のプリンター

で転写紙にプリントする。それをプレス機

で生地に熱圧着させ、柄を転写する。生地

は福井の有限会社三津機業場から提供を受

けたポロエステル 100%の生地で、縦糸に

透明フィルムを使用している。薄く光沢の

ある生地で、転写プリントの分散染料との
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反応が良く、非常に鮮やかな色彩を実現で

きた。

デニムパンツ

は、自身が所有

している米軍用

ミリタリーパン

ツ(図 3) を分

析することから

その製作がスタ

一トした。

このミリタリー

ノ号ンツは、 1985 

年製で現在は生

産されていない。

|図 3 ミリタリーパンツ|股上が深く大腿

部の太いルーズなシルエットは、

BDU(Battle Dress Uniform)等のパンツの上

から着用することを目的としているためで

ある。素材は、綿

50%、ナイロン 50%

の高密度の厚手生地

で、防寒性、防風性、

金属性のドットボタンで開閉する。袋布に

はスレキではなく共布を使用している。

また、サイドのポケ

ットは、入れた物の落

下を防ぐためにフラッ

プの前部分を固定する

など、耐久性と安全性

を考慮した作りになっ

ている。(図 5) |図 5 ポケット|

さらに、サイドのポケット側面の7チには

ボタンホーノレと同様の穴が開けである。そ

こから通常はポケット内部にしまわれてい

る 2本の紐が出せるようになっていて、大

腿部を縛って固定することができる。その

用途は主に止血するためのものと思われる。

耐久性等に優れてい 岡6 ウエスト部分アジャスター|

る。これらの情報は 両ウエスト部分は見返し仕立てになって

右後ろポケットの袋 おり、サイドに付し、たアジヤスター(図7)

布に縫い付けられて で 10cm程度のサイズ変更が可能である。

いるラベル(図 4) から読み取ることがで 内側にはサスペンダーを装着するための

きた。そこに記載されているストックナン ボタンと、表には計 7本のベルトループが

ノ〈ーや発注番号から米国政府所管の物品で 付いている。

あることや国防兵結局 (DLA)の発注で生産 カーゴパンツのデザイン要素を多く取り

されたことがわかった。 入れたミリタリーパンツであり、機能性を

6コのポケットすべてにフラップが付き、 追求した細部へのこだわりが感じられる。



これらの要素の中で、現代のタウンウェ し、それを利用してダーツをとった。また、

アとして採用すべきディテールやデザイン フードにも、かぶった際に顔の曲面に沿う

を考慮し、今回の作品製作(図 7) に取り ようにダーツをいれた。

入れた。

素材は、岡山県に

ある株式会社ワン・

エニーから提供を受

けた 13，5オンスの

デニム地である。本

来デニム地は良くも

悪くも色落ちするが、 |図 8 袖とフードのパターン|

U
P
 それはインディゴ染

料の特性であり、デ

ニム地の大きな魅力

|図 7 デニムパンツ| である光に当たった

際のインディゴならではの藍の青さは、他

の染料では再現が難しいとされている。そ

こでこの生産企業では、旧式織機で織り上

げたデニム地を、ずっと下ろし立ての風合

いのまま保ち、色移りの心配のない素材に

作りたいという思いから開発が行われたの

である。試行錯誤の中で、反応染料に特殊

な薬品を加えることで光の反射を抑え、本

物のインディゴ染料と遜色ない色目を再現

した。また、反応染料のメリットを生かし

た堅牢度の高い生地となったのである。

(2 )作品①ーパターン解説

パターンは図 Bの通り、袖の肘部分で身

体の動きに合わせた立体感を出すために、

切り替えの位置でダーツをとった。カフス

は、従来のカバーオールの袖口に多く見ら

れるステッチの曲線を切り替えとして表現

B 

三

日

|図 9 パンツのパターン|

パンツのパターンは、図 9のように 3面

で構成することで脚の形とその動きに対応

した立体感のあるパンツを製作した。特に

膝部分は曲げ伸ばしがしやすいよう 2段の

タックを入れた。これは、参考資料のミロ

タリーパンツにも見られたディテーノレであ

る。

ポケットは、参考資料の 6コに加え、右

前にのみ携帯ホルダーを付け、計 7コ。サ

イドのポケットにはマチを入れる事で立体
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感を出して、シルエ

ツトにボリューム

感を出すと共に、多

くの物が入れられ

る大きさにした。

携帯ホルダーの

大きさは、現在流通

している一般的な

|図 10 右前ポケット| スマートフォン(携

帯電話)が収納できるサイズに設定。また、

ステッチで柄を描き、デザインポイントと

した。(図 10)

(3 )作品②ーデザイン発想、

図 11は、フード付

きベストとりーパイ

スのエンジニアドジ

ーンズのパターンを

ヒントにデザインし

たデニムパンツであ

る。

フード付きベスト

は素材にデニム地と、

ナイロンとポリエス

匡E亙圏 テルの混紡腕闘。

混紡地にはオリジナルの柄をデ?ジタルプリ

ントした。

前中心をファスナー開きにし、フードを

つける事でよりカジュアルな印象にした。

フードは、被っていない状態のときに、ア

クセントとなるよう通常よりも大きめのサ

イズで製作した。

デニム地の製

品において、重要

なデザインポイ

ントになるのが

ステッチワーク

である。糸の色、

太さはもちろん

のこと、針目の長

さや本数など、 三三当圃
各メーカー・ブランドが細かなこだわりを

みせる。平行のステッチは「レイルロード

ステッチ」と呼ばれる。ステッチをどのよ

うにかけていくのかを想定しながらパター

ンを作成し、効果的なデザインポイントと

なり得る事を意識した。また、強調したい

肩の切り替えパ)ツは、肩先にステッチを

かけず作品としてあえて差別化した。(図

12) 

デニムパンツは、リーパイスのエンジニ

アドジーンズのパターンを分析し、その特

性を生かした形で、独自のデザイン性をプ

ラスするというアプローチで作成した。

そもそも、ジーンズの始まりは 19世紀半

ばのアメリカで砂金が発見されたことにあ

る。革命の嵐の中、一獲千金をもくろむ人々

が大挙してアメロカ西部を目指したc 平服

では穴場での作業に耐えられず、破け、穴

が開いた。そこで堅牢なコットンキャンパ

ス地を用い、丈夫な縫製と動きやすいパタ

ーンの服が生まれたのである。

キャンパス地の作業ズ、ボンに金具の鋲を



打ちつけたのは、ドイツ系ユダヤ人移民の

ヤコブ・デイビスという男性で、 1870年代

のはじめにはすでにそれを販売していた。

ズボンを縫っている最中に馬用のブランケ

ットにストラップをつけるために{吏ってい

るリベットに着目し、ズボンのポケットの

隅に打ち付ければ、ズボンが丈夫になり、

より長持ちするのではないかと考えた。

それを特許取得 (1873年取得)の依頼と、

販売権の譲渡を目的にリーパイ・ストラウ

スのところへ持ち込んだロこのときリーパ

イは織物商を母体とした事業で成功をおさ

めていた。

ジーンズの元となったのはオーバーオー

ルであり、 1930年代にそのかたちを整えて

いった。リーバイ織物商会のリベット付き

パンツは、現在のジーンズとは異なり、太

いシルエットや仕立てが作業ズボンに限り

なく近い。リーパイスでは 1950年代まで

このパンツを“腰丈のオーバーオール(ウエ

ストオーバーオーノレ)"と呼んでいた。第二

次世界大戦後、画一的な社会を創り始めた

アメリカで、映画やテレビの中で日常着と

しての捉え方をされるようになったオーパ

ーオールはファッションとして認知される

ようになる。

1955年、リーパイスは初めて紙ラベルに

「アメリカズ・オリジナル・ジーンズ」と

いうフレーズを刷り込んだ。実はそれより

も早く 1947年にラングラーが“ジーンズ"

という文字を革のラベルに刻印していた。

つまり、 '40年代後半には、リベットを打ち

付けたブ、ルーデ、ニムパンツをジーンズと呼

ぶ事が一般的になっていた。

ジーンズがファッションとして認知され

るようになった経緯は前述したが、中でも

シネモードとしての発展が重要なポイント

になる。マーロン・ブランドの『乱暴者』

(1953年)、ジェームズ・ディーンの『理

由なき反抗Jl(1955年)、エルヴ、イス・プレ

スリーの『さまよう青春Jl(1957年)など

がその象徴的な作品である。こうした映画

に影響を受けた若者達によってジーンズは

大流行するのだが、その背景には、この時

すでにジーンズが反骨精神を表す着衣とさ

れていた事にある。ファッションは階級や

身分、職業などを視覚的に一瞬で認識させ

るものである。作業着として生まれてきた

ジーンズ、は労働者が身につけるもので、そ

れを学生や労働者でない若者が身につける

事は、大人や社会、権力に対する反抗の意

思表示であった。したがって、アメリカの

ノ、イスクールではジーンズの禁止というド

レスコードまで存在していたのである。

そんなジーンズのイメージを払拭したの

が、 1950年代終わりから 60年代半ばに登

場したホワイトジーンズであった。これは、

ドレスコードに触れる事のないキャンパス

ファッションとして大流行する事となった。

そこで、作業着としての機能を盛り込ん

だエンジニアドジーンズのパターンを応用

した作品を、あえてホワイトデニムで作品

にすることを思い立った。
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裾に向かつて細

く、小腿から下に

フィットしていく

ようなデザインに

した。膝周りの立

体感を表現したパ

ターンの特性をそ

のままに、全体の

シルエットを上か

ら下にむかつて極端なものにする事で、 1

本のパンツにアクセントを持たせた。これ

は、ジーンズが“ボトム中心の発想"とい

う新しい着こなしの概念を与えてきたアイ

• 

テムである事に由来している。 1970年代の |図 15 エンジニアドジーンズのパターン|

ジーンズ大流行の時代に確立された、いわ リーバイスのエンジニアドパンツのパタ

ゆるボトムルックを創りたいと思し、からデ ーンでトワルを組み立ててみたところ、股

ザインをした。 上は浅く、比較的タイトな印象のシルエッ

(4)作品②ーパターン解説

|図 14 ベストのパターン|

ベスト身頃のパターン(図 14) は、ベー

シックなドレスベストのパターンからの展

開で、デザイン性と機能性を兼ね備えた構

造線となっている。

トが見えた。ワークパンツといえば、ゆと

りがしっかりと入ったものを思い浮かべが

ちであるが、このパンツの様相は一見意外

であった。しかし、そういった疑問は横か

らのシルエットと、このパターンの形状を

読み取る事で解消される。足の動きの中で

重要視すべき点、は膝の曲げ伸ばしであるの

は当然の事だが、このパターンは切り替え

線が通常のパンツのそれとは異なったライ

ンを描いている。人間の体はもちろん三次

元であるが、一般的なジーンズのパターン

において前後の切り替え線は直線的だ。し

たがって、このパターンはより立体的であ

り足の動きに対応するとともに、単なるワ

ークパンツの域を超えたファッション性の

高さが認められる。
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|図 16 パンツのバター斗

製作したパンツは、前身頃のパターン形

状はほぼそのままにし、後ろ身頃の股ぐり

を深くとり、幅も広くし、マチはカーブを

強くした。これによって胴回りにゆとりが

生まれた。(図 16)

|図 17 パンツ樹

裾は、フィットするように細くなってい

るので着脱のためにマチを含んだファスナ

ー開きにしている。(図 17)

また、デザインポイントとして、後ろ中

心にある切り替えパーツには、レース地を

重ねて縫い込み、ドレッシーな印象を加味

した。

4.考察

今回の研究では、ワークウェアの特性や

その発展の歴史に着目するとともに、自ら

のデザインによる作品を制作する事で進め

てきたが、改めてファッションとは、衣服

とは何たるかを考えさせられた。

ファッションは様々なジャンル分けがさ

れている一方、流行という名の下に混ざり

合ったスタイリングがなされている。その

組み合わせやコーディネートにとらわれが

ちで、これは特にレディースファッション

に言える事ではあるが、最近ではメンズフ

ァッションにも見られる傾向である。そん

な中で、ただの旬なデザインソースとして

その要素を取り入れているだけでは、表層

の模倣でしかなく、身につける人にもすぐ

飽きられてしまう服にしかならないのでは

ないだろうか。

ワークウェアは働く人の為に生まれてき

た衣服であり、最も身近な仕事道具として

歴史を創る一端を担ってきた事は間違いな

い。そういった経緯や空気感を感じ取る事

は、もの作りにおいて大切な事である。

一方で、メンズファッションが革新をも

たらせられない要因もそこにあるのではな

いだろうか。過去の定説にこだわり、既製

の枠からはみ出る事を忌み嫌う考え方が、

その長い歴史の中でアーカイブ?をつつくよ

うな衣服しか作りださなかったことに起因

していると思う。

ワークウェアは、その時代に必要とされ、

必然的に生まれたものである。未来のファ

ッションを生み出す時、過去の人々がそう
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したように、その時代に本当に寄り添った

デザインをしていく事が革新につながるの

ではないかと感じ、またその困難も想像し

つつ今後のメンズウェアにおおいに期待し

たい。

5. 図録

図l 作品①

図2 プリンター

図3 ミリタリーパンツ

図4 ラベル

図5 ポケット

図6 ウエスト部分アジャスター

図7 デニムパンツ

図8 袖とフードのパターン

図9 パンツのパターン

図 10 右前ポケット

図 11 作品②

図 12 ベスト後面

図 13 パンツ後ろ

図 14 ベストのパターン

図 15 エンジニアドジーンズのパターン

図 16 パンツのパターン

図 17 パンツ裾
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